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-bar で終わる形容詞
課題１：-bar で終わる形容詞の多くに共通するのはどんな意味だろうか。

　　　　下の例文を見ながら考えよう。

　　　　共通の意味は？：　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

課題２：-barの前に来るものには文法的にどんな特徴があるだろうか。

　　　　文法的特徴についての仮説：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	1
	Die Milch ist bis nächste Woche haltbar.

	
	ミルクは来週まで持つ。

	2
	Auf dem Handy ist er jederzeit erreichbar.

	
	携帯を使えば彼にはいつでも連絡することがきます。

	3
	In Japan ist das Leitungswasser trinkbar.

	
	日本では水道水が飲めます。

	4
	Die Verpackung ist biologisch abbaubar.

	
	その包装容器は有機的に分解可能だ。

	5
	Im Rausch ist er unberechenbar.

	
	彼は酔っているときは何をしでかすか予測できない。

	6
	Sein südländischer Akzent ist unüberhörbar.

	
	彼の南国訛りは、すぐそれとわかる。

	7
	Die obere Etage war unbewohnbar.

	
	上の階は住むことはできません。

	8
	Seine Krankheit war leider unheilbar.

	
	彼の病気は、残念ながら不治の病だ。 

	9
	Das Gespräch mit ihm war fruchtbar. Wir sind auf eine Lösung gekommen.

	
	彼との話し合いは生産的だった。私たちは解決策に至った。

	10
	Diesen Stift kannst du auch am Tegeslichtprojektor benutzen. Er ist abwaschbar.

	
	このペンは、オーバーヘッドプロジェクターでも使うことができるよ。

それは水で洗えば落ちるから。

	11
	Die Verpackung ist biologisch abbaubar.

	
	その包装容器は有機的に分解可能だ。

	12
	Ein schwarz-grünes Bündniss scheint denkbar geworden zu sein.

	
	黒(＝CDU)と緑(＝緑の党)の同盟が想像しうるようになったようだ。

	13
	Die Bergstraße ist so glatt, dass sie unpassierbar geworden ist.

	
	山道は（凍って）あまりに滑りやすいため、通行することができなくなった。

	14
	Der Platz ist vom Fenster aus gut überschaubar.

	
	広場は、窓から、良く見渡せる。

	15
	Das Team ist unschlagbar.

	
	あのチームは倒すことができない。


課題３：課題２で立てた仮説に従って、新しい形容詞を５つ作ってみよう。

　　　　そして本当にその形容詞が存在するかどうか、ドイツ語のGoogle

　　　　検索（http://www.google.com/intl/de/）で調べてみよう。

　　　　予想した形容詞とその意味：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

       あったものとその件数：　　　　　　　　　　なかったもの：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
